
七

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

略　
　
　

歴 

一
九
四
六
年
七
月
六
日　
　
　
　

静
岡
県
三
島
市
に
出
生

一
九
六
五
年
三
月　
　
　
　
　
　

静
岡
県
立
沼
津
東
高
等
学
校
卒
業

一
九
六
五
年
四
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
文
学
部
入
学

一
九
六
九
年
三
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
国
史
学
専
攻
卒
業

一
九
六
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
入
学

一
九
七
一
年
三
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
修
第
一
一
一
三
号
）

一
九
七
四
年
三
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
九
七
年
三
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
よ
り
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
（
論
文
博
第
三
一
九
号
）

職　
　
　

歴 

一
九
七
四
年
四
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
文
学
部
国
史
学
第
一
講
座
助
手
（
陳
列
館
古
文
書
室
勤
務
）

一
九
七
六
年
四
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
指
導
教
官
に
併
任

一
九
七
七
年
三
月　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
助
手
退
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
間
、
京
都
大
学
文
学
部
に
お
い
て
演
習
（
国
史
学
・
古
文
書
学
）
授
業
担
当
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市
立
芸
術
大
学
・
甲
子
園
短
期
大
学
・
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
に
出
講

一
九
七
七
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
（
日
本
史
学
専
攻
）
助
教
授

一
九
八
一
年
七
月　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
国
内
研
究
員
（
一
九
八
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
四
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
大
学
院
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
）
授
業
担
当　

現
在
に
至
る

一
九
八
五
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
学
生
主
事
（
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
八
年
十
月　
　
　
　
　
　

米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
（
東
洋
学
部
）
客
員
研
究
員
（
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
）



八

一
九
八
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
に
昇
任　

現
在
に
至
る

一
九
九
〇
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
主
事
（
一
九
九
一
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
五
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
大
学
院
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
授
業
担
当　

現
在
に
至
る

一
九
九
六
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
協
議
員
（
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
長
、
学
校
法
人
立
命
館
理
事
・
評
議
員
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
五
年
七
月　
　
　
　
　
　

学
校
法
人
立
命
館
評
議
員
（
二
〇
〇
八
年
六
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
こ
の
間
、
愛
媛
大
学
（
集
中
講
義
）・
光
華
女
子
大
学
・
京
都
府
立
大
学
・
京
都
大
学
・
京
都
女
子
大
学
・
静
岡
大
学
（
集
中
講
義
）・
古
代
学

　
　

研
究
所
・
京
都
大
学
大
学
院
に
出
講

学
会
役
員

一
九
七
一
年
十
一
月　
　
　
　
　

日
本
史
研
究
会
編
集
委
員
（
以
来
、
各
種
委
員
を
歴
任
）

一
九
七
九
年
十
一
月　
　
　
　
　

日
本
古
文
書
学
会
評
議
員
（
一
九
八
九
年
十
月
よ
り
監
事
）

一
九
九
一
年
十
月　
　
　
　
　
　

日
本
古
文
書
学
会
理
事
・
評
議
員　

現
在
に
至
る

一
九
九
二
年
六
月　
　
　
　
　
　

史
学
研
究
会
評
議
員
（
一
九
九
五
年
三
月
よ
り
監
事
）
現
在
に
至
る

一
九
九
九
年
四
月　
　
　
　
　
　

立
命
館
大
学
人
文
学
会
会
長
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年
十
二
月　
　
　
　
　

立
命
館
史
学
会
代
表
（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
ま
で
）



九

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

《
執
筆
編
年
目
録
》

「
お
て
て
こ
舞
」
に
つ
い
て
の
（
調
査
・
見
学
）
報
告 

（『
柝
』
六
号
、
京
都
〈
関
西
〉
学
生
歌
舞
伎
連
盟
、
一
九
六
八
年
三
月
）

四
天
王
寺
所
蔵
「
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
」・「
同
」
紙
背
（
富
樫
氏
関
係
）
文
書
に
つ
い
て 

（『
史
林
』
五
三
巻
三
号
、
一
九
七
〇
年
五
月
）

鎌
倉
初
期
の
公
武
関
係
―
建
久
年
間
を
中
心
に
― 

（『
史
林
』
五
四
巻
六
号
、
一
九
七
一
年
十
一
月
）

大
和
国
池
田
荘
旧
域
保
存
問
題 

（『
日
本
史
研
究
』
一
二
五
号
、
一
九
七
二
年
四
月
）

池
田
荘
保
存
問
題
の
現
状 

（『
歴
史
学
研
究　

月
報
』
一
五
四
号
、
一
九
七
二
年
十
月
）

鎌
倉
前
期
政
治
権
力
の
諸
段
階 

（『
日
本
史
研
究
』
一
三
一
号
、
一
九
七
三
年
二
月
）

四
天
王
寺
所
蔵
「
如
意
宝
珠
御
修
法
日
記
」
紙
背
文
書
に
つ
い
て 

（
石
川
史
書
刊
行
会
編
『
冨
樫
氏
と
加
賀
一
向
一
揆
史
料
』
北
国
出
版
社
、
一
九
七
三
年
三
月
）

源
頼
朝
と
征
夷
大
将
軍
〈
日
本
古
文
書
学
会
第
四
回
学
術
大
会
発
表
要
旨
〉 

（『
古
文
書
研
究
』
六
号
、
一
九
七
三
年
十
月
）

紹
介
／
渡
辺
澄
夫
・
喜
多
芳
之
編
『
大
和
国
若
槻
庄
史
料　

第
一
巻
』 

（『
史
林
』
五
七
巻
一
号
、
一
九
七
四
年
一
月
）

鎌
倉
前
期
の
政
治
過
程 
（『
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
研
究
論
文
要
旨
〈
昭
和
四
八
年
度
〉』、
一
九
七
四
年
四
月
）

京
都
市
地
下
鉄
烏
丸
線
工
事
計
画
と
埋
蔵
文
化
財 

（『
日
本
史
研
究
』
一
四
一
号
、
一
九
七
四
年
四
月
）

本
文
図
表
・
写
真
解
説
、
巻
末
年
表
、
折
り
込
み
地
図
「
鎌
倉
幕
府
の
各
国
支
配
と
守
護
設
置
状
況
」「
鎌
倉
要
図
」「
源
頼
朝
の
挙
兵
と
東
国
豪
族
の
動
向
」

 

（
大
山
喬
平
著
『
日
本
の
歴
史　

九　

鎌
倉
幕
府
』
小
学
館
、
一
九
七
四
年
八
月
）

校
注
／
「
四
天
王
寺
楽
人
林
家
楽
書
類　

抜
頭
一
件
之
留
」 

（
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
一
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
九
月
）

紹
介
／
『
か
わ
に
し　

川
西
市
史　

第
一
巻
』 

（『
史
林
』
五
八
巻
四
号
、
一
九
七
五
年
七
月
）

鎌
倉
幕
府
の
官
僚
た
ち 

（『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典　

S
tu

dy G
u

ide

』、
一
九
七
五
年
十
二
月
）

鎌
倉
政
権
の
成
立 

（『
歴
史
公
論
』
二
巻
七
号
、
一
九
七
六
年
七
月
）



一
〇

院
御
所
・
京
都
守
護
・
六
波
羅
探
題
一
覧 

（『
京
都
の
歴
史　

第
一
〇
巻
』
学
芸
書
林
、
一
九
七
六
年
十
月
）

事
典
項
目
／
卿
局
、
玉
葉
、
九
条
兼
実
、
皇
族
将
軍
、
摂
家
将
軍
、
丹
後
局
、
陳
和
卿
、
比
企
能
員
、
平
賀
朝
雅
、
牧
の
方
、
三
浦
義
村
、
源
通
親
、
源
頼
家
、
和
田
合
戦

 

（『
新
版　

国
民
百
科
事
典
』〈
全
十
五
巻
〉
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
十
月
〜
）

六
波
羅
〈
史
跡
で
つ
づ
る
京
都
の
歴
史
23
〉 

（『
京
都
民
報
』、
一
九
七
六
年
十
一
月
二
八
日
）

六
波
羅 

（
門
脇
禎
二
編
『
史
跡
で
つ
づ
る
京
都
の
歴
史
』
法
律
文
化
社
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）

鎌
倉
と
関
東 

（
戸
田
芳
実
編
『
日
本
史
〈
二
〉
中
世
一
』
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
九
月
）

紹
介
／
松
山
宏
著
『
武
者
の
府
・
鎌
倉
』 

（『
史
林
』
六
二
巻
一
号
、
一
九
七
九
年
一
月
）

「
中
世
概
説
」
執
筆
、「
使
庁
・
探
題
の
時
代
」
編
集
・
校
注 

（『
史
料　

京
都
の
歴
史　

三　

政
治
・
行
政
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
一
月
）

北
条
時
政
と
政
子
―
そ
の
出
身
と
心
操
― 

（『
歴
史
公
論
』
五
巻
三
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）

事
典
項
目
／ 

安
楽
寿
院
、
一
条
能
保
、
大
江
公
朝
、
金
沢
貞
顕
、
卿
の
局
、
後
白
河
天
皇
、
後
鳥
羽
天
皇
、
皇
族
将
軍
、
西
園
寺
公
経
、
西
園
寺
実
兼
、
西
園
寺
家
、
慈
円
、
治
承
・

寿
永
の
乱
、
城
南
宮
、
承
久
の
変
、
摂
家
将
軍
、
丹
後
局
、
長
講
堂
、
土
佐
坊
昌
俊
、
新
田
義
貞
、
八
条
女
院
、
平
賀
朝
雅
、
九
条
兼
実
、
藤
原
信
西
、
藤
原
信
頼
、

藤
原
道
家
、
藤
原
頼
長
、
平
治
の
乱
、
北
条
重
時
、
北
条
時
政
、
北
条
政
子
、
北
条
泰
時
、
保
元
の
乱
、
坊
門
信
清
、
源
通
親
、
源
義
仲
、
源
頼
朝
、
吉
田
定
房
、

六
代
、
六
波
羅
探
題 

（
村
井
康
彦
編
『
京
都
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
三
月
）

巻
末
地
図
「
鎌
倉
時
代
の
日
本
」、
年
表
、「
承
久
新
守
護
・
地
頭
図
」・「
鎌
倉
時
代
の
京
都
」
作
図
お
よ
び
解
説

 

（
上
横
手
雅
敬
編
『
図
説　

日
本
文
化
の
歴
史
五　

鎌
倉
』
小
学
館
、
一
九
七
九
年
十
一
月
）

解
説
／
高
師
泰
書
下
・
楠
正
儀
国
宣 

（『
藤
井
寺
市
文
化
財　

第
一
号
』
藤
井
寺
市
、
一
九
八
〇
年
三
月
）

執
権
・
連
署
制
の
起
源
―
鎌
倉
執
権
政
治
の
成
立
過
程
・
続
論
― 

（『
立
命
館
文
学
』
四
二
四
〜
四
二
六
合
併
号
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
）

盂
蘭
盆
会 

（『
藤
井
寺
市
文
化
財　

第
二
号
』
藤
井
寺
市
、
一
九
八
一
年
三
月
）

鎌
倉
執
権
政
治
の
成
立
過
程
―
十
三
人
合
議
制
と
北
条
時
政
の
「
執
権
」
職
就
任
― 

（
御
家
人
制
研
究
会
編
『
御
家
人
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
七
月
）

『
静
岡
市
史　

通
史
編
一　

原
始
・
古
代
・
中
世
』
第
四
編
第
一
章
〜
第
三
章 

（
静
岡
市
役
所
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）



一
一

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

源
頼
朝
の
挙
兵
と
北
条
時
政 

（『
静
岡
県
地
域
史
研
究
会　

会
報
』
五
号
、
一
九
八
二
年
二
月
）

書
評
／
奥
富
敬
之
著
『
鎌
倉
北
條
氏
の
基
礎
的
研
究
』 

（『
日
本
歴
史
』
四
〇
八
号
、
一
九
八
二
年
五
月
）

百
五
十
年
の
礎
を
築
く
頼
朝
の
日
々
―
配
所
と
挙
兵
の
謎
― 

（
上
横
手
雅
敬
責
任
編
集
『
日
本
史
の
舞
台　

三
』
集
英
社
、
一
九
八
二
年
五
月
）

窓
に
つ
い
て
想
う
こ
と 

（『
立
命
館
学
園
広
報
』
一
三
四
号
、
一
九
八
二
年
九
月
）

河
内
源
氏
の
出
自
―
頼
信
告
文
と
頼
朝
願
文
― 

（『
藤
井
寺
市
史
紀
要
』
第
四
集
、
一
九
八
三
年
三
月
）

鎌
倉
右
大
将
家
と
征
夷
大
将
軍 

（『
立
命
館
史
学
』
四
号
、
一
九
八
三
年
六
月
）

共
編
著
／
『
藤
井
寺
市
史　

第
四
巻　

史
料
編
二
上
』 

（
藤
井
寺
市
、
一
九
八
四
年
三
月
）

一
九
八
三
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
日
本
中
世
二
（
政
治
・
法
制
） 

（『
史
学
雑
誌
』
九
三
編
七
号
、
一
九
八
四
年
七
月
）

公
家
政
権
と
鎌
倉
幕
府 

（『
歴
史
公
論
』
一
〇
巻
一
〇
号
、
一
九
八
四
年
十
月
）

源
氏
再
興
の
の
ろ
し
―
頼
朝
の
旗
揚
げ
と
旭
将
軍
― 

（『
読
売
新
聞
』
大
阪
本
社
版
夕
刊
、
一
九
八
四
年
十
月
三
十
一
日
）

事
典
項
目
／
安
徳
天
皇
、
石
橋
山
の
戦
、
一
ノ
谷
の
戦 

（『
大
百
科
事
典　

第
一
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

事
典
項
目
／
宇
治
川
の
戦
、
大
内
守
護
、
大
姫 

（『
大
百
科
事
典　

第
二
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

事
典
項
目
／
官
打
ち 

（『
大
百
科
事
典　

第
三
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

事
典
項
目
／
京
都
守
護
、
倶
利
加
羅
峠
の
戦 

（『
大
百
科
事
典　

第
四
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

事
典
項
目
／
建
礼
門
院
、
後
高
倉
院
、
後
堀
河
天
皇 

（『
大
百
科
事
典　

第
五
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

頼
信
告
文
と
頼
朝
願
文
―
河
内
源
氏
出
自
考
―
〈
日
本
古
文
書
学
会
第
一
六
回
学
術
大
会
発
表
要
旨
〉 

（『
古
文
書
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
八
四
年
十
二
月
）

事
典
項
目
／
石
橋
山
の
戦
い
、
一
谷
の
戦
い 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
二
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年
二
月
）

御
成
敗
式
目
成
立
の
経
緯
・
試
論 

（
岸
俊
男
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
政
治
社
会
史
研
究　

下
』
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
三
月
）

共
編
著
／
『
藤
井
寺
市
史　

第
四
巻　

史
料
編
二
下
』 

（
藤
井
寺
市
、
一
九
八
五
年
三
月
）

事
典
項
目
／
治
承
・
寿
永
の
内
乱 

（『
大
百
科
事
典　

第
六
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
三
月
）

事
典
項
目
／
修
明
門
院
、
順
徳
天
皇
、
承
久
軍
物
語
、
承
久
記
、
承
久
の
乱
、
承
明
門
院 

（『
大
百
科
事
典　

第
七
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
三
月
）

事
典
項
目
／
墨
俣
川
の
戦 

（『
大
百
科
事
典　

第
八
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
三
月
）

事
典
項
目
／
高
倉
天
皇
、
高
倉
範
季
、
高
倉
範
子
、
高
階
栄
子
、
高
階
泰
経
、
壇
ノ
浦
の
戦
、
土
御
門
天
皇 
（『
大
百
科
事
典　

第
九
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
三
月
）



一
二

事
典
項
目
／
宇
治
川
の
戦
い 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
三
卷
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年
四
月
）

事
典
項
目
／
富
士
川
の
戦 

（『
大
百
科
事
典　

第
一
一
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
六
月
）

事
典
項
目
／
法
観
寺
、
牧
氏
の
変 

（『
大
百
科
事
典　

第
一
三
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
六
月
）

事
典
項
目
／
三
日
平
氏
の
乱
、
源
通
親
、
以
仁
王
、
屋
島
の
戦 

（『
大
百
科
事
典　

第
一
四
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
六
月
）

事
典
項
目
／
和
田
合
戦
、
和
田
義
盛 

（『
大
百
科
事
典　

第
一
五
巻
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
六
月
）

事
典
項
目
／
梶
原
氏
、
梶
原
景
季
、
梶
原
景
時
、
上
総
介
広
常
、
加
藤
景
廉 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
五
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年
八
月
）

成
簣
堂
文
庫
所
収
文
書
と
北
条
時
政 

（『
成
簣
堂
文
庫
刊
行
会
会
報
』
二
号
、
一
九
八
五
年
九
月
）

辞
典
項
目
／
嵯
峨
、
四
条
天
皇
、
七
条
院 

（『
国
史
大
辞
典　

第
六
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
十
一
月
）

事
典
項
目
／
関
東
御
公
事 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
六
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年
十
一
月
）

中
世
の
武
士
と
は
何
か 

（
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
土
曜
講
座
だ
よ
り
』
一
一
一
号
、
一
九
八
五
年
十
一
月
）

事
典
項
目
／
源
平
の
合
戦 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
七
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
六
年
一
月
）

論
文
評
／
佐
々
木
文
昭
著
「
鎌
倉
幕
府
評
定
制
の
成
立
過
程
」 

（『
史
学
雑
誌
』
九
二
編
九
号
）（『
法
制
史
研
究
』
三
五
号
、
一
九
八
六
年
三
月
）

承
久
乱
前
・
後
の
守
護
・
地
頭
図 

（
週
刊
朝
日
百
科
『
日
本
の
歴
史　

四
』、
一
九
八
六
年
五
月
）

『
人
車
記
』
と
そ
の
周
辺 

（『
陽
明
叢
書　

文
書
記
録
篇　

月
報
』
一
三
、一
九
八
六
年
七
月
）

事
典
項
目
／
安
徳
天
皇 

（『
日
本
架
空
・
伝
承
人
名
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
九
月
）

辞
典
項
目
／
承
久
の
乱 

（『
国
史
大
辞
典　

第
七
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
十
一
月
）

鎌
倉
執
権
政
治
の
成
立
過
程 

（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集　

五
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
十
二
月
）

執
権
・
連
署
制
の
起
源 
（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集　

五
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
十
二
月
）

共
編
／
『
兵
範
記
人
名
索
引　

Ⅰ
』 

（『
立
命
館
文
学
』
別
巻
、
一
九
八
七
年
三
月
）

北
条
時
政
の
出
身
―
北
条
時
定
・
源
頼
朝
と
の
確
執
― 

（『
立
命
館
文
学
』
創
刊
五
〇
〇
号
記
念
論
集
、
一
九
八
七
年
三
月
）

共
同
研
究
／
青
木
・
池
田
・
北
川
他
編
『
真
名
本
曾
我
物
語　

一
』〈
東
洋
文
庫　

四
六
八
〉 

（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
四
月
）

事
典
項
目
／
壇
ノ
浦
の
戦
い 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
一
五
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
五
月
）

一
九
八
三
年
の
歴
史
学
界
―
日
本
中
世
二
（
政
治
・
法
制
） 

（『
日
本
歴
史
学
界
の
回
顧
と
展
望　

日
本
中
世
Ⅱ
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
六
月
）

事
典
項
目
／
土
居
通
増 
（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
一
六
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
七
月
）



一
三

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

事
典
項
目
／
礪
波
山
の
戦
い
、
土
肥
実
平
、
名
越
家 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
一
七
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
九
月
）

辞
典
項
目
／
征
夷
大
将
軍
、
宗
孝
親
、
平
重
盛
、
平
信
範
、
平
宗
盛
、
平
盛
時
、
平
六
代 

（『
国
史
大
辞
典　

第
八
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
十
月
）

事
典
項
目
／
富
士
川
の
戦
い 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
二
〇
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
八
年
三
月
）

将
軍
の
暗
殺
、
尼
将
軍
政
子
の
大
演
説 

（
上
山
英
昭
他
編
『
話
題
源　

歴
史
』
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
八
年
六
月
）

共
同
研
究
／
笹
川
・
信
太
・
高
橋
他
編
『
真
名
本
曾
我
物
語　

二
』〈
東
洋
文
庫
四
八
六
〉 

（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
六
月
）

征
夷
大
将
軍 

（
安
田
元
久
監
修
・
村
井
康
彦
編
『
戦
乱
の
日
本
史
〈
合
戦
と
人
物
〉
第
二
巻　

平
安
王
朝
と
武
士
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
八
年
六
月
）

事
典
項
目
／
三
善
氏 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
二
二
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
八
年
七
月
）

事
典
項
目
／
屋
島
の
戦
い
、
寄
合
衆 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
二
三
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
八
年
九
月
）

三
浦
圭
一
氏
の
訃 

（『
日
本
歴
史
』
四
八
五
号
、
一
九
八
八
年
十
月
）

事
典
項
目
／
連
署 

（『
日
本
大
百
科
全
書　

第
二
四
巻
』
小
学
館
、
一
九
八
八
年
十
一
月
）

富
士
川
合
戦
の
前
提
―
甲
駿
路
「
鉢
田
」
合
戦
考
― 

（『
立
命
館
文
学
』
五
〇
九
号
〈
岩
井
忠
熊
教
授
退
職
記
念
論
集
〉、
一
九
八
八
年
十
二
月
）

三
浦
先
生
と
私 

（
一
九
八
八
年　

月
）

講
演
要
旨
／
日
米
に
お
け
る
日
本
史
研
究 

（『
香
陵
同
窓
会
報
』
一
六
号
、
一
九
八
九
年
七
月
）

辞
典
項
目
／
鳥
羽
、
西
陣 

（『
国
史
大
辞
典　

第
一
〇
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
九
月
）

は
が
き
通
信 

（『
日
本
歴
史
』
五
〇
〇
号
、
一
九
九
〇
年
一
月
）

「
飛
翔
」
の
刊
行
に
の
せ
て 

（『
飛
翔
』
創
刊
号
、
立
命
館
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
、
一
九
九
〇
年
五
月
）

北
条
政
子
の
性
格
と
評
価 

（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
八
号
、
一
九
九
〇
年
五
月
）

共
編
著
／
京
大
日
本
史
辞
典
編
纂
会
編
『
新
編　

日
本
史
辞
典
』
編
集
・
執
筆
〈
一
〇
九
項
目
、
七
図
表
〉 

（
東
京
創
元
社
、
一
九
九
〇
年
六
月
）

　
　

執
筆
項
目
＝ 

源
頼
朝
、
大
番
役
、
鎌
倉
、
公
家
新
制
、
源
平
の
争
乱
、
後
白
河
天
皇
、
後
鳥
羽
天
皇
、
征
夷
大
将
軍
、
北
条
氏
、
北
条
時
政
、
北
条
時
頼
、
北
条
泰
時
、
北

条
義
時
、
源
実
朝
、
源
義
経
、
六
波
羅
探
題
、
吾
妻
鏡
、
安
徳
天
皇
、
市
川
団
十
郎
、
梶
原
景
時
、
関
東
御
分
国
、
関
東
御
領
、
騎
射
、
九
条
兼
実
、
九
条
道
家
、

九
条
頼
経
、
京
都
守
護
、
御
家
人
、
摂
家
将
軍
、
兵
の
道
、
比
企
能
員
、
武
家
故
実
、
北
条
政
子
、
源
通
親
、
宮
将
軍
、
和
田
義
盛
、
石
橋
山
の
戦
、
院
の
近
臣
、

院
庁
、
院
庁
下
文
、
市
川
左
団
次
、
一
条
能
保
、
一
の
谷
の
戦
、
市
村
座
、
犬
追
物
、
男
伊
達
、
尾
上
菊
五
郎
、
笠
懸
、
上
総
介
広
常
、
鎌
倉
大
仏
、
鎌
倉
殿
、

鎌
倉
番
役
、
寛
喜
の
飢
饉
、
吉
記
、
卿
局
、
玉
葉
、
禁
秘
抄
、
公
暁
、
九
条
頼
嗣
、
公
事
奉
行
人
、
熊
谷
直
実
、
近
衛
基
通
、
坂
田
藤
十
郎
、
沙
汰
未
練
書
、



一
四

修
禅
寺
、
順
徳
天
皇
、
勝
長
寿
院
、
新
編
追
加
、
駿
府
、
大
犯
三
箇
条
、
鷹
狩
、
丹
後
局
、
壇
の
浦
の
戦
、
千
葉
常
胤
、
仲
恭
天
皇
、
土
御
門
天
皇
、
鶴
岡
八

幡
宮
、
中
村
歌
右
衛
門
、
畠
山
重
忠
、
花
園
天
皇
、
花
道
、
非
御
家
人
、
兵
範
記
、
平
賀
朝
雅
、
武
家
名
目
抄
、
富
士
川
の
戦
、
藤
原
成
親
、
平
家
没
官
領
、

平
治
物
語
、
保
元
物
語
、
宝
治
合
戦
、
北
条
重
時
、
北
条
高
時
、
北
条
経
時
、
北
条
時
房
、
巻
狩
、
牧
の
方
、
御
内
人
、
三
浦
泰
村
、
源
範
頼
、
源
頼
家
、
陸

奥
留
守
職
、
宗
尊
親
王
、
明
月
記
、
屋
島
の
戦
、
流
鏑
馬
、
芳
沢
あ
や
め
、
国
奉
行　
　

　
　

巻
末
付
録
図
表
＝
北
条
氏
系
図
、
鎌
倉
将
軍
表
、
執
権
・
連
署
表
、
六
波
羅
探
題
表
、
鎮
西
探
題
表
、
評
定
衆
表
、
鎌
倉
守
護
表

承
久
の
乱
後
の
新
守
護
・
地
頭 

（『
歴
史
誕
生　

四
』
角
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
六
月
）

鎌
倉
幕
府
の
成
立
は
い
つ
と
と
ら
え
ら
れ
る
か 

（『
教
室
の
窓　

新
し
い
社
会
』
三
四
四
号
、
東
京
書
籍
、
一
九
九
〇
年
七
月
）

辞
典
項
目
／
橋
本 

（『
国
史
大
辞
典　

第
一
一
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
九
月
）

中
世
の
洛
西
と
仏
教
寺
院 

（
立
命
館
大
学
編
『
洛
西
探
訪
』
淡
交
社
、
一
九
九
〇
年
十
月
）

後
鳥
羽
上
皇
の
政
権
構
想
―
承
久
挙
兵
の
意
図
―
、
承
久
の
乱
両
軍
勢
力
地
図 

（『
別
冊
歴
史
読
本
』
十
一
月
号
「
後
鳥
羽
上
皇
」
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）

全
国
制
覇
を
と
も
に
喜
ぶ 

（『
飛
翔
』
イ
ン
カ
レ
優
勝
記
念
号
、
立
命
館
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
）

事
典
項
目
／
法
観
寺 

（『
世
界
宗
教
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
三
月
）

武
門
と
公
家 

（『
史
料
京
都
の
歴
史　

一　

概
説
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
三
月
）

共
編
／
『
兵
範
記
人
名
索
引　

Ⅱ
』 

（『
立
命
館
文
学
』
別
巻
、
一
九
九
一
年
三
月
）

鎌
倉
御
家
人
と
土
地 
（『
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

学
校
放
送　

ス
テ
ッ
プ
＆
ジ
ャ
ン
プ　

一
学
期
』
日
本
放
送
協
会
出
版
、
一
九
九
一
年
四
月
）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
昭
和
天
皇
逝
去
に
関
す
る
報
道
と
『
ヒ
ロ
ヒ
ト
、
神
話
の
陰
に
』
放
映
を
め
ぐ
る
問
題

 

（『
立
命
館
文
学
』
五
二
一
号
〈
三
浦
圭
一
教
授
追
悼
記
念
論
集
〉、
一
九
九
一
年
六
月
）

源
頼
朝
の
上
洛
、（
永
井
路
子
・
松
居
径
と
共
著
）
頼
朝
、
奇
跡
の
復
活
―
鎌
倉
武
家
政
権
の
成
立
―

 

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歴
史
誕
生
取
材
班
編
『
歴
史
誕
生　

一
〇
』
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
六
月
）

辞
典
項
目
／
藤
原
兼
子 

（『
国
史
大
辞
典　

第
一
二
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
六
月
）

源
義
経
〈
千
年
の
息
吹
―
京
の
歴
史
群
像
―
三
三
〉 

（『
京
都
新
聞
』
一
九
九
一
年
七
月
八
日
夕
刊
）

京
都
か
鎌
倉
か
、
足
利
尊
氏
の
逡
巡
―
そ
の
人
と
政
治
― 

（『
立
命
館
大
学
学
園
通
信
〈
父
母
版　

夏
号
〉』、
一
九
九
一
年
七
月
）

『
建
武
式
目
』
に
見
る
足
利
尊
氏
の
逡
巡 

（『
土
曜
講
座
だ
よ
り
』
一
八
一
号
、
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
一
年
九
月
）

『
太
平
記
』
の
群
像 

（『
立
命
館
大
学
学
園
通
信
（
学
生
版
）』
七
五
号
、
一
九
九
一
年
十
二
月
）



一
五

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

『
太
平
記
』
の
時
代
の
人
と
政
治 

（『
立
命
館
大
学
学
園
通
信
〈
父
母
版　

冬
号
〉』、
一
九
九
二
年
一
月
）

辞
典
項
目
／
源
通
親 

（『
国
史
大
辞
典　

第
一
三
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
四
月
）

書
評
／
田
中
稔
著
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
研
究
』 

（『
週
刊
読
書
人
』
株
式
会
社
読
書
人
、
一
九
九
二
年
四
月
二
十
日
号
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
古
文
書
を
読
み
味
わ
う 

（『
若
い
樹
』
一
九
九
二
年
十
月
号
、
京
都
近
鉄
百
貨
店
）

事
典
項
目
／
石
橋
山
の
戦
、
一
ノ
谷
の
戦
、
宇
治
川
の
戦
、
大
内
守
護
、
大
姫 

（『
日
本
史
大
事
典　

第
一
巻
』
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
十
一
月
）

編
集
・
あ
と
が
き
執
筆
／
三
浦
圭
一
著
『
日
本
中
世
の
地
域
と
社
会
』〈
同
書
刊
行
会
編
〉 

（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
一
月
）

事
典
項
目
／
官
打
ち
、
京
都
守
護
、
倶
利
伽
羅
峠
の
戦
、
建
礼
門
院 

（『
日
本
史
大
事
典　

第
二
巻
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
二
月
）

源
義
経 

（
上
田
正
昭
・
村
井
康
彦
編
『
千
年
の
息
吹
―
京
の
歴
史
群
像　

上
巻
』
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
三
月
）

辞
典
項
目
／
山
崎 

（『
国
史
大
辞
典　

第
一
四
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
四
月
）

諸
報
／
三
浦
圭
一
教
授
の
ご
遺
族
よ
り
立
命
館
史
学
会
へ
の
寄
付
金 

（
立
命
館
学
園
広
報
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
』
二
五
二
号
、
一
九
九
三
年
五
月
）

事
典
項
目
／
後
高
倉
院
、
後
堀
河
天
皇
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
、
修
明
門
院
、
順
徳
天
皇
、
承
久
軍
物
語
、
承
久
記
、
承
久
の
乱
、
承
明
門
院

 

（『
日
本
史
大
事
典　

第
三
巻
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
五
月
）

安
心
立
命
の
境
地 

（
馬
原
鉄
男
氏
追
悼
文
集
編
集
委
員
会
編
『
回
想
の
馬
原
鉄
男
』
文
理
閣
、
一
九
九
三
年
七
月
）

事
典
項
目
／
墨
俣
川
の
戦
、
高
倉
範
子
、
壇
ノ
浦
の
戦
、
土
御
門
天
皇 

（『
日
本
史
大
事
典　

第
四
巻
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
八
月
）

北
条
時
政
と
牧
の
方 

（『
国
史
研
究
室
通
信
』
六
号
、
京
都
大
学
文
学
部
読
史
会
、
一
九
九
三
年
夏
）

事
典
項
目
／ 

安
楽
寿
院
、
一
条
能
保
、
大
江
公
朝
、
金
沢
貞
顕
、
卿
の
局
、
後
白
河
天
皇
、
後
鳥
羽
天
皇
、
皇
族
将
軍
、
西
園
寺
公
経
、
西
園
寺
実
兼
、
西
園
寺
家
、
慈
円
、
治
承
・

寿
永
の
乱
、
城
南
宮
、
承
久
の
変
、
摂
家
将
軍
、
丹
後
局
、
長
講
堂
、
土
佐
坊
昌
俊
、
新
田
義
貞
、
八
条
女
院
、
平
賀
朝
雅
、
九
条
兼
実
、
藤
原
信
西
、
藤
原
信
頼
、

藤
原
道
家
、
藤
原
頼
長
、
平
治
の
乱
、
北
条
重
時
、
北
条
時
政
、
北
条
政
子
、
北
条
泰
時
、
保
元
の
乱
、
坊
門
信
清
、
源
通
親
、
源
義
仲
、
源
頼
朝
、
吉
田
定
房
、

六
代
、
六
波
羅
探
題 

（
村
井
康
彦
編
『
新
装
版　

京
都
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
十
月
）

事
典
項
目
／
富
士
川
の
戦 

（『
日
本
史
大
事
典　

第
五
巻
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
十
一
月
）

鎌
倉
幕
府
の
成
立
、『
平
家
物
語
』
と
『
新
古
今
集
』 

（『
日
本
歴
史
館
』
小
学
館
、
一
九
九
三
年
十
二
月
）

ヨ
ッ
ト
の
楽
し
み
？ 

（『
群
鳩
』
四
二
号
、
立
命
館
大
学
教
職
員
組
合
、
一
九
九
三
年
十
二
月
）

「
太
平
記
」
の
時
代 

（
仏
教
大
学
編
『
京
都
の
歴
史
二　

中
世
の
展
開
』
京
都
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
二
月
）

事
典
項
目
／
法
観
寺
、
牧
氏
の
変
、
三
日
平
氏
の
乱
、
源
通
親
、
以
仁
王
、
屋
島
の
戦
、
和
田
合
戦
、
和
田
義
盛 
（『
日
本
史
大
事
典　

第
六
巻
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
二
月
）



一
六

湖
国
の
源
氏 

（
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
地
域
研
究
室
編
『
琵
琶
湖
地
域
の
総
合
的
研
究
』
文
理
閣
、
一
九
九
四
年
三
月
）

国
司
の
土
着
と
武
士
団
の
形
成 

（『
静
岡
県
史　

通
史
編
一　

原
始
・
古
代
』
第
三
編
第
五
章
、
静
岡
県
、
一
九
九
四
年
三
月
）

事
典
項
目
／ 

富
樫
家
、
兵
範
記
、
兵
範
記
紙
背
文
書
、
藤
原
忠
親
、
藤
原
遠
景
、
藤
原
良
経
、
藤
原
良
通
、
藤
原
能
保
、
藤
原
行
政
、
源
実
朝
、
源
仲
章
、
源
義
定
、
源
義
重
、

源
義
資
、
源
義
高
、
源
頼
家
、
三
善
康
信 

（『
平
安
時
代
史
事
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
四
月
）

牧
の
方
の
出
身
と
政
治
的
位
置
―
池
禅
尼
と
頼
朝
と
― 

（
上
横
手
雅
敬
監
修
、
井
上
満
郎
・
杉
橋
隆
夫
編
『
古
代
・
中
世
の
政
治
と
文
化
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
四
月
）

検
証
・
王
城
の
い
く
さ
―
「
平
安
」
の
夢
路
を
破
る
保
元
・
平
治
の
乱
― 

（
村
井
康
彦
編
『
京
都
の
歴
史
と
文
化
二　

武
―
貴
族
と
鎌
倉
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
四
月
）

武
門
と
公
家 

（
林
屋
辰
三
郎
責
任
編
集
『
京
都　

歴
史
と
文
化　

一　

政
治
・
商
業
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
四
月
）

書
評
／
上
横
手
雅
敬
著
『
日
本
中
世
国
家
史
論
考
』、
同
『
鎌
倉
時
代
―
そ
の
光
と
影
―
』 

（『
週
刊
読
書
人
』
株
式
会
社
読
書
人
、
一
九
九
四
年
九
月
二
十
三
日
号
）

事
典
項
目
／
阿
野
全
成
、
阿
野
時
元
、
一
条
高
能
、
一
条
能
保
、
大
姫
、
三
幡
、
平
信
範
、
土
御
門
通
親
、
北
条
時
定
、
北
条
泰
時
、
牧
の
方
、
源
範
頼
、
源
義
仲
、
源
頼
家

 

（『
朝
日
歴
史
人
物
事
典
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
十
月
）
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節
目
と
画
期
―
創
部
五
〇
周
年
に
寄
せ
て
― 

（
立
命
館
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
『
創
部
五
十
周
年
記
念
誌
』、
一
九
九
五
年
十
一
月
）

中
世
武
士
の
成
立
を
め
ぐ
る
近
業
に
寄
せ
て 

（『
立
命
館
文
学
』
五
四
二
号
〈
衣
笠
安
喜
教
授
退
職
記
念
論
集
〉、
一
九
九
五
年
十
二
月
）

辞
典
項
目
／
征
夷
大
将
軍 

（『
有
識
故
実
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
一
月
）

辞
典
項
目
／ 

安
達
氏
、
安
達
盛
長
、
今
川
大
双
紙
、
初
参
、
大
仏
維
貞
、
上
総
介
広
常
、
国
大
将
、
志
田
義
広
、
征
夷
大
将
軍
、
曽
我
兄
弟
、
名
越
氏
、
名
越
時
章
、
名
越
朝
時
、

名
越
光
時
、
武
家
故
実
、
武
門
の
棟
梁
、
北
条
兼
時
、
北
条
仲
時 

（『
新
版　

日
本
史
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）

共
編
著
／
『
藤
井
寺
市
史　

通
史
編
Ⅰ　

考
古
・
古
代
・
中
世
』（
執
筆
）
古
代
第
八
章
・
中
世
第
一
章
・
同
第
二
章 

（
藤
井
寺
市
、
一
九
九
七
年
三
月
）

共
編
著
／
京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
書
第
一
二
集
『
鹿
王
院
文
書
目
録
』 

（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
年
三
月
）

私
の
出
会
っ
た
人
⑴
赤
松
俊
秀
先
生 

（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
一
九
九
七
年
三
月
）

平
氏
政
権
の
成
立
時
期
と
そ
の
評
価 

（
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
国
家
の
史
的
特
質　

古
代
・
中
世
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
五
月
）

辞
典
概
説
及
び
項
目
／

　
　

ジ
ャ
ン
ル
別
概
説　

武
家
の
歴
史



一
七

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

　
　

姓
氏
項
目　

足
利
、
伊
賀
、
佐
々
木
、
二
階
堂
、
北
条
、
源

　
　

人
物
項
目　

 

池
禅
尼
、
大
姫
、
三
幡
、
平
頼
盛
、
北
条
時
政
、
北
条
政
子
、
北
条
泰
時
、
牧
の
方
、
源
義
朝
、
源
頼
茂
、
源
頼
朝

 

（『
京
都
市
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
九
月
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
『
曽
我
物
語
』
を
読
み
解
く 

（『
若
い
樹
』
一
九
九
七
年
十
月
号
、
京
都
近
鉄
百
貨
店
）

遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
武
士
団
の
形
成
と
展
開 

（『
静
岡
県
史　

別
編
三　

図
説
静
岡
県
史
』
静
岡
県
、
一
九
九
八
年
二
月
）

私
の
出
会
っ
た
人
⑵
岸
俊
男
先
生 

（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
一
九
九
八
年
三
月
）

共
著
／
『
静
岡
県
の
歴
史
』〈
本
多
隆
成
・
荒
木
敏
夫
・
山
本
義
彦
と
共
著
〉 

（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
六
月
）

共
同
研
究
成
果
報
告
書
／
源
氏
物
語
サ
イ
バ
ー
研
究
所
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
開
発
成
果
報
告
書

 

（
立
命
館
大
学
源
氏
物
語
サ
イ
バ
ー
研
究
所
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
一
九
九
九
年
二
月
）

私
の
出
会
っ
た
人
⑶
大
仁
・
三
島
・
沼
津
か
ら
京
都
へ
（
改
題
） 

（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
一
九
九
九
年
三
月
）

共
編
／
『
兵
範
記
人
名
索
引　

Ⅲ
』 

（『
立
命
館
文
学
』
別
巻
、
一
九
九
九
年
四
月
）

一
九
九
八
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
日
本
中
世
一
（
総
論
） 

（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
八
編
五
号
、
一
九
九
九
年
五
月
）

辞
典
項
目
／ 

安
達
景
盛
、
安
達
氏
、
阿
野
全
成
、
阿
野
時
元
の
乱
、
伊
賀
氏
、
伊
賀
氏
の
変
、
伊
豆
山
神
社
、
一
条
能
保
、
大
内
惟
義
、
大
内
氏
、
大
姫
、
鎌
倉
殿
、
公
暁
、
建

久
七
年
の
政
変
、
後
藤
基
清
、
後
藤
基
綱
、
後
鳥
羽
天
皇
、
執
権
政
治
、
承
久
の
乱
、
城
氏
の
乱
、
平
盛
綱
、
竹
御
所
、
仲
恭
天
皇
、
土
御
門
天
皇
、
富
樫
氏
、
比

企
能
員
の
乱
、
平
賀
朝
雅
の
乱
、
藤
原
秀
康
、
藤
原
光
親
、
藤
原
宗
行
、
宝
治
合
戦
、
坊
門
忠
信
、
牧
の
方
、
三
島
、
三
島
大
社
、
三
日
平
氏
の
乱
、
源
頼
家
、
源

頼
茂
、
宮
将
軍
、
宮
騒
動
、
宗
尊
親
王
、
問
注
所
、
和
田
合
戦 

（
以
上
、
四
三
項
目
）（『
日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
十
月
）

序
文 

（『
立
命
館
文
学
』
五
六
三
号
〈
筧･

松
本
教
授
退
職
記
念　

中
国
文
学
論
集
〉、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

序
文 

（『
長
野
市
宮
崎
遺
跡
第
一
〜
五
次
調
査
概
報
』〈
立
命
館
大
学
文
学
部
学
芸
員
課
程
研
究
報
告
書
第
九
冊
〉、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

私
の
出
会
っ
た
人
⑷
三
浦
圭
一
先
生 
（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

挨
拶
文 

（『
立
命
館
大
学
英
米
文
学
専
攻
創
設
五
〇
周
年
記
念　

同
窓
会
名
簿
』、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）

川
端
君
と
兵
範
記
輪
読
会 

（『
花
筺
』
川
端
新
君
を
偲
ぶ
会
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
）

頼
朝
を
支
え
た
武
士
の
な
か
の
文
士
（
官
僚
）
た
ち 

（『
ア
エ
ラ
ム
ッ
ク　

六
五　

日
本
史
が
わ
か
る
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）



一
八

時
代
概
説
／
平
安
時
代
／
治
承
・
寿
永
の
内
乱 

（『
日
本
史
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）

序
文 

（『
立
命
館
文
学
』
五
六
七
号
〈
佐
々
木
康
之
教
授
退
職
記
念
論
集
〉、
二
〇
〇
一
年
二
月
）

序
文 

（『
立
命
館
文
学
』
五
六
八
号
〈
中
原
章
雄
教
授
・
児
玉
徳
美
教
授
退
職
記
念
論
集
〉、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

私
の
出
会
っ
た
人
⑸
田
中
稔
先
生 

（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

文
学
部
長
の
推
薦
図
書
『
平
家
物
語
』
他 

（『
学
園
通
信
』
三
号
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）

あ
と
が
き 

（
上
横
手
雅
敬
編
『
中
世
公
武
権
力
の
構
造
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
七
月
）

あ
と
が
き 

（
上
横
手
雅
敬
編
『
中
世
の
寺
社
と
信
仰
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
七
月
）

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
め
ざ
す
教
学
改
革
の
現
段
階 

　
　
〈
二
〇
〇
二
年
度
以
降
に
お
け
る
文
学
部
教
学
の
新
展
開
〉 

（
立
命
館
学
園
広
報
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
』
三
三
八
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）

序
文 

（『
立
命
館
文
学
』
五
七
三
号
〈
神
保
菘
教
授
退
職
記
念
論
集
〉、
二
〇
〇
二
年
二
月
）

日
本
酒
と
鰻 

（
石
井
進
先
生
を
偲
ぶ
会
編
『
で
あ
い
の
風
景
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

ご
挨
拶
―
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
と
岩
倉
使
節
団
― 

（『
立
命
館
大
学
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
』
立
命
館
大
学
学
生
部
・
文
学
部
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

刊
行
に
よ
せ
て 

（『
二
〇
〇
一
年
度
「
京
都
府
井
手
町
と
立
命
館
大
学
文
学
部
と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
企
画
報
告
書
』
立
命
館
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

私
の
出
会
っ
た
人
⑹
衣
笠
安
喜
先
生 

（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

弔
辞
、
縄
文
豆
腐
と
赤
米
の
酒 

（『
家
根
祥
多
さ
ん
追
悼
文
集　

ワ
イ
ン
と
マ
ッ
カ
リ
と
…
』
家
根
祥
多
さ
ん
追
悼
文
集
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）

諸
報
／
故
家
根
祥
多
・
文
学
部
教
授
の
遺
志
に
よ
る
寄
付
金
で
展
示
ケ
ー
ス
を
購
入 

（
立
命
館
学
園
広
報
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
』
三
四
四
号
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）

承
久
の
乱
直
前
・
直
後
の
守
護
・
地
頭
配
置
図 

（
週
刊
朝
日
百
科
『
日
本
の
歴
史　

四
』、
二
〇
〇
二
年
六
月
）

聞
書
き
レ
ク
チ
ャ
ー
／
鎌
倉
幕
府
の
成
立
は
い
つ
か 

（『
週
刊
再
現
日
本
史　

鎌
倉
・
室
町
一
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
十
月
）

衣
笠
先
生
と
の
約
束 
（『
真
如
の
鐘
―
衣
笠
安
喜
先
生
を
偲
ん
で
―
』
日
本
思
想
史
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）

弔
辞 

（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
〇
号
〈
衣
笠
安
喜
先
生
追
悼
特
別
号
〉、
二
〇
〇
三
年
一
月
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
／
「
清
和
源
氏
」
か
「
陽
成
源
氏
」
か 

（『
京
都
新
聞
』
二
〇
〇
三
年
二
月
二
十
六
日
朝
刊
）

序
文 

（『
立
命
館
文
学
』
五
七
八
号
〈
家
根
祥
多
教
授
追
悼
記
念
論
集
〉、
二
〇
〇
三
年
二
月
）

共
著
／
岩
倉
使
節
団
と
国
民
国
家
形
成
〈
共
著
者
、
山
崎
有
恒
・
本
郷
真
紹
〉 

（『
立
命
館
文
学
』
五
七
八
号
〈
家
根
祥
多
教
授
追
悼
記
念
論
集
〉、
二
〇
〇
三
年
二
月
）

共
編
著
／
〈
京
都
府
古
文
書
調
査
報
告
第
一
四
集
〉
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
目
録 

（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）



一
九

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

序
文 

（『
向
日
市
五
塚
原
遺
跡
第
一
次
〜
第
二
次
調
査
概
報
』〈
立
命
館
大
学
文
学
部
学
芸
員
課
程
研
究
報
告
第
一
〇
冊
〉、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

私
の
出
会
っ
た
人
⑺
家
根
祥
多
さ
ん 

（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

序
文 

（『
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
Ⅲ
〈
家
根
祥
多
さ
ん
追
悼
論
集
〉』、
二
〇
〇
三
年
五
月
）

辞
典
項
目
／
嵯
峨
、
鳥
羽
、
橋
本
、
山
崎 

（『
日
本
交
通
史
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）

共
編
著
／
『
藤
井
寺
市
史　

補
遺
編
』〈
補
遺
・
年
表
・
索
引
・
正
誤
表
〉 

（
藤
井
寺
市
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）

辞
典
項
目
／
四
条
天
皇 

（
米
田
雄
介
編
『
歴
代
天
皇
・
年
号
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）

共
著
／
京
都
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
構
築
と
多
言
語
情
報
ア
ク
セ
ス
〈
共
著
者
、
前
田
亮
・
佐
古
愛
己
〉

 

（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』〈「
情
報
処
理
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
リ
ー
ズ
」V

ol.2003, N
o.21

〉、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）

序
文 

（『
立
命
館
文
学
』
五
八
三
号
〈
伴
利
昭
教
授
退
職
記
念
論
集
〉、
二
〇
〇
四
年
二
月
）

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
防
災
研
究
拠
点
」
の
活
動
に
期
待
し
ま
す

 

（N
ew

s L
etter N

o.2　

文
化
遺
産
を
核
と
し
た
歴
史
都
市
の
防
災
研
究
拠
点
〈
立
命
館
大
学
〉、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

E
xpectation

 of C
O

E
 program

 “D
isaster M

itigation
” 

 
(N

ew
s L

etter N
o.2, C

en
ter of E

xcellen
ce for D

isaster M
itigation

 of U
rban

 C
u

ltu
ral H

eritage, R
itsu

m
eikan

 U
n

iversity, M
arch

 2004)

私
の
出
会
っ
た
人
⑻
石
井
進
先
生 

（『
立
命
館
大
学
日
本
史
学
専
攻
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

共
著
／
日
本
古
典
に
お
け
る
人
間
と
環
境
―
平
安
貴
族
と
そ
の
周
辺
―
〈
共
著
者
、
佐
古
愛
己
・
上
島
理
恵
子
・
井
上
幸
治
・
宮
田
敬
三
〉

 

（『
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究
（
中
間
報
告
書
）』
立
命
館
大
学
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）

承
久
の
乱
前
後
の
守
護
・
地
頭
配
置
図 

（
北
尾
倫
彦
・
祇
園
全
禄
編
『
新
し
い
観
点
別
評
価
問
題
集
中
学
校
社
会
』
図
書
文
化
社
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）

共
著
／
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
歴
史
的
空
間
情
報
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
化
〈
共
著
者
、
佐
古
愛
己
・
河
角
龍
典
・
前
田
亮
〉

 

（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
―
デ
ジ
タ
ル
学
術
情
報
資
源
と
活
用
―
』

 

〈「
情
報
処
理
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
リ
ー
ズ
」V

o1.2004, N
o.17

〉
情
報
処
理
学
会
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）

源
頼
朝
、
復
活
の
「
軌
跡
」、
中
世
都
市
鎌
倉
復
元
図
解
説

 

（
朝
日
ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
リ
ー
ズ
週
刊
「
司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
』N

o.05　

三
浦
半
島
記
」
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）

第
二
編
第
五
章　

荘
園
制
の
確
立
と
武
士
社
会
の
到
来 

（『
沼
津
市
史
通
史
編　

原
始
・
古
代
・
中
世
』
沼
津
市
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

共
著
／
『
兵
範
記
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
一
二
世
紀
京
都
の
歴
史
地
図



二
〇

 

（〈
共
著
者
、
佐
古
愛
己
・
上
島
理
恵
子
・
井
上
幸
治
・
宮
田
敬
三
〉『
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究

 

〈
二
〇
〇
四
年
度
活
動
報
告
書
〉』（
立
命
館
大
学
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）

企
画
・
司
会
／
〈
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
科
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
〉
歴
史
と
文
学
の
は
ざ
ま

　
　

講
演　

永
井
路
子
：
歴
史
小
説
を
書
き
な
が
ら
―
小
説
家
、
史
料
を
読
む
―

　
　
　
　
　

大
山
喬
平
：
歴
史
の
面
白
さ
―
そ
の
事
実
と
歴
史
―

　
　
　
　
　

源
健
一
郎
：
歴
史
を
物
語
る
仏
法
―
『
平
家
物
語
』
の
作
ら
れ
方
・
読
ま
れ
方
― 

（『
立
命
館
文
学
』
五
九
一
号
、
二
〇
〇
五
年
十
月
）

部
長
在
任
二
〇
年
を
回
顧
し
て 

（
立
命
館
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
『
創
部
六
十
年
記
念
誌
』、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
）

取
材
記
事
／
〈
第
一
四
回
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
京
都
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〉
杉
橋
先
生
と
行
く
京
都
の
義
経
、
鞍
馬
寺

 

（『
立
命
館
大
学
父
母
教
育
後
援
会
だ
よ
り
』
二
〇
〇
五
年
冬
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）

取
材
記
事
／K

yoto S
tu

dies an
d E

xplorin
g 12

th C
en

tu
ry K

yoto

 

（R
itsu

m
eikan

 U
n

iversity N
E

W
S

L
E

T
T

E
R

, V
ol.2 Issu

e 1, 2006 W
in

ter　

二
〇
〇
六
年
二
月
）

単
著
／
研
究
概
要
「
日
本
古
典
に
お
け
る
人
間
と
環
境
―
平
安
貴
族
と
そ
の
周
辺
―
」

共
著
／
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
歴
史
的
空
間
情
報
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
化
〈
共
著
者
、
佐
古
愛
己
・
河
角
龍
典
・
前
田
亮
〉

 

（
以
上
、
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
研
究
成
果
報
告
書
『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
映
像
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』

 

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

共
著
／  

『
兵
範
記
』
と
院
政
期
京
都
―
『
兵
範
記
』
フ
ル
テ
キ
ス
ト
・
人
名
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
地
点
解
説　

シ
ー
ト
の
作
成
―
〈
共
著
者
、
佐
古
愛
己
・
上
島
理
恵
子
・
井

上
幸
治
〉『
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究
〈
二
〇
〇
五
年
度
活
動
報
告
書
〉』 

（
立
命
館
大
学
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）

承
久
の
兵
乱
と
上
賀
茂
社 
（
大
山
喬
平
監
修
『
上
賀
茂
の
も
り
・
や
し
ろ
・
ま
つ
り
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）

辞
典
項
目
／
四
条
天
皇
・
七
条
院
・
宗
孝
親
・
平
重
盛
・
平
信
範
・
平
宗
盛
・
平
盛
時
・
平
六
代
・
藤
原
兼
子
・
源
通
親

 

（
平
野
邦
雄
・
瀬
野
精
一
郎
編
『
日
本
古
代
中
世
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）

事
典
項
目
／  

富
樫
家
、
兵
範
記
、
兵
範
記
紙
背
文
書
、
藤
原
忠
親
、
藤
原
遠
景
、
藤
原
良
経
、
藤
原
良
通
、
藤
原
能
保
、
藤
原
行
政
、
源
実
朝
、
源
仲
章
、
源
義
定
、
源
義
重
、

源
義
資
、
源
義
高
、
源
頼
家
、
三
善
康
信 
（『
平
安
時
代
史
事
典
』
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）

事
典
項
目
／
平
重
盛
・
平
宗
盛
・
平
六
代
・
源
通
親 

（
福
田
豊
彦
・
関
幸
彦
編
『
源
平
合
戦
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）

代
表
編
著
／
兵
範
記
輪
読
会
編
『
兵
範
記
人
名
索
引
』 

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）



二
一

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

日
本
古
典
に
お
け
る
人
間
と
環
境
―
平
安
貴
族
と
そ
の
周
辺
―

 

（『
立
命
館
大
学
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
京
都
ア
ー
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究
」
平
成
一
四
年
度
〜
一
八
年
度
最
終
成
果
報
告
書
』

 

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）

共
著
／
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
閲
覧
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
お
よ
び
検
索
手
法
の
提
案
〈
共
著
者
、
小
牟
礼
雅
之
・
前
田
亮
・
佐
古
愛
己
〉

 

（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』「
情
報
処
理
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
リ
ー
ズ
」V

ol.2007, N
o.15　

情
報
処
理
学
会
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）

教
養
部
以
来
の
交
友
を
回
顧
す
る 

（
鎌
田
元
一
先
生
追
悼
事
業
会
編
『
蝶
か
ら
古
代
史
へ
―
鎌
田
元
一
追
想
集
―
』、
二
〇
〇
八
年
二
月
）

等
持
院
脇
道
で
の
別
れ
（
改
題
） 

（「
清
水
教
好
君
を
偲
ぶ
会
」
実
行
委
員
会
編
『
古
書
店
主
の
ご
と
き
眼
光
で
…
』、
二
〇
〇
八
年
二
月
）

『
立
命
館
大
学
文
学
部
の
八
十
年
』
の
刊
行
に
際
し
て

座
談
会
／
歴
史
を
振
り
返
り
、
未
来
を
望
む 

（『
立
命
館
大
学 

文
学
部
の
八
十
年
』
立
命
館
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

編
著
／
「
京
都
歴
史
回
廊
概
論
」
講
義
報
告
集
〈
序
言
、
は
じ
め
に
〔
山
崎
有
恒
と
分
担
〕、
洛
西
地
域
と
西
園
寺
・
足
利
一
門
〉

 

（
立
命
館
大
学
歴
史
回
廊
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

駿
河
国
大
岡
荘
の
領
主
権
と
政
治
的
・
文
化
的
位
置 

（『
立
命
館
文
学
』
六
〇
五
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

平
安
貴
族
の
行
動
と
見
聞
―
古
典
史
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
試
み
― 

（『
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
二
〇
〇
七
年
度
研
究
報
告
書
』
立
命
館
大
学
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

共
著
／
古
典
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
シ
ス
テ
ム
の
提
案
〈
共
著
者
、
木
村
文
則
・
小
牟
礼
雅
之
・
前
田
亮
・
佐
古
愛
己
〉

 

（『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
』V

ol.2008, N
o.47　

情
報
処
理
学
会
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
教
学
展
開
―
「
京
都
歴
史
回
廊
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
― 

（『
月
刊
京
都
』
六
八
五
号
、
白
川
書
院
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）

活
動
報
告
／
日
本
古
典
に
お
け
る
人
間
と
環
境
―
平
安
京
と
そ
の
周
辺
―

 

（『
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
映
像
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』

 

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

編
著
／
立
命
館
大
学
京
都
文
化
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
京
の
乱
』 
（
白
川
書
院
、〈
は
じ
め
に
、
第
一
章　

保
元
・
平
治
の
乱
〉、
二
〇
〇
九
年
五
月
）

は
じ
め
に
、
保
元
・
平
治
の
乱
―
「
平
安
」
で
な
か
っ
た
平
安
京
― 

（
編
著
／
京
都
文
化
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
京
の
乱
』
白
川
書
院
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
（
企
画
・
司
会
）
／
『
源
氏
物
語
』
の
読
み
方
―
学
際
的
視
野
か
ら
―

　
　

講
演　

今
西
祐
一
郎　

源
氏
物
語
研
究
の
新
展
開
―
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
意
義
―

　
　
　
　
　

中
西　

健
治　

源
氏
物
語
の
隠
れ
た
読
み
巧
者
―
北
村
湖
春
の
人
と
仕
事
―



二
二

　
　
　
　
　

井
上　

満
郎　

源
氏
物
語
の
国
際
的
背
景
―
「
大
和
魂
」
の
成
立
―

　
　
　
　
　

佐
古
愛
己
・
上
島
理
恵
子　

源
氏
物
語
の
時
代
―
人
と
文
物
、
デ
ジ
タ
ル
可
視
化
の
意
義
― 

（『
立
命
館
文
学
』
六
一
二
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
企
画
・
司
会
）
／
古
行
動
（P

aleo B
eh

avior

）
の
分
析
―
史
学
・
考
古
学
・
心
理
学

 

（『
日
本
心
理
学
会
第
七
三
回
大
会
発
表
論
文
集
』、
二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
七
日
）

列
館
の
想
い
出 

（『
国
史
研
究
室
通
信
』N

o.39　

京
都
大
学
文
学
部
読
史
会
、
二
〇
〇
九
年
秋
）

日
本
史
学
専
攻
の
近
況 

（『
立
命
館
大
学
文
学
部
校
友
会
会
報
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）

共
著
／
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
平
安
貴
族
の
移
動
経
路
の
分
析
〈
共
著
者
、
吉
田
真
澄
、
佐
古
愛
己
〉

 

（『
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』〈「
情
報
処
理
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
リ
ー
ズ
」V

ol.2009, N
o.16

〉
情
報
処
理
学
会
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）

講
義
抄
録
／
『
源
氏
』
の
遺
響
と
平
安
京
―
朱
雀
門
の
歴
史
的
位
置
― 

（『
立
命
館
大
学
父
母
教
育
後
援
会
だ
よ
り
』
二
〇
〇
九
年
度
冬
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

平
安
京
の
都
市
構
造
と
貴
族
の
行
動
様
式
―
「
移
徙
」
と
都
市
災
害
―C

ity S
tru

ctu
re of H

eian
kyo an

d B
eh

avioral P
attern

 of A
ristocrats 

―“W
atam

ash
i ” an

d 

C
ity D

isaster

― 

（〈
平
成
一
七
年
度
〜
平
成
二
一
年
度
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
研
究
成
果
報
告
書
〉

 

『
文
化
遺
産
と
芸
術
作
品
を
自
然
災
害
か
ら
防
御
す
る
た
め
の
学
理
の
構
築
』、
立
命
館
大
学
歴
史
都
市
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

編
著
／
日
本
文
化
の
源
流
を
求
め
て 

１ 

（
立
命
館
文
学
部
編
、
文
理
閣
、〈
あ
と
が
き
〉、
二
〇
一
〇
年
四
月
）

活
動
報
告
／
平
安
貴
族
の
行
動
と
見
聞
―
古
典
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
利
用
の
試
み
―

 
（『
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
映
像
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』

 

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
Ｃ
Ｄ
版
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

辞
典
項
目
／
承
久
の
乱
・
征
夷
大
将
軍
、
以
下
一
七
項
目 

（『
国
史
大
辞
典
』
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ム
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）

取
材
記
事
／
土
か
ら
分
か
る
京
都
・
滋
賀
の
歴
史　

五　

平
安
―
鎌
倉
時
代 

（『
京
都
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
八
月
十
五
日
朝
刊
）

彙
報
／
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
専
攻
別
企
画
〈
日
本
史
学
専
攻
〉 

（『
立
命
館
大
学
文
学
部
校
友
会
会
報
』
二
号
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）

取
材
記
事
／
平
安
貴
族
行
動　

電
子
地
図
に 

（『
京
都
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
十
月
十
六
日
夕
刊
）

編
著
／
日
本
文
化
の
源
流
を
求
め
て 

２ 

（
立
命
館
大
学
文
学
部
編
、
文
理
閣
、〈
あ
と
が
き
〉、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）

「
若
手
」
の
リ
ー
ダ
ー
石
井
さ
ん 

（『
立
命
館
文
学
』
六
二
〇
号
〈
石
井
芙
桑
雄
教
授
追
悼
記
念
論
集
〉、
二
〇
一
一
年
二
月
）

紹
介
／
井
上
満
郎
「
平
安
京
の
光
と
陰
―
桓
武
天
皇
と
渡
来
人
」 

（『T
h

e C
D

 C
lu

b

』
第
二
〇
巻
第
四
号
、
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ダ
イ
レ
ク
ト
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

活
動
報
告
／
平
安
貴
族
の
行
動
と
見
聞
―
古
典
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
利
用
の
試
み
―



二
三

杉
橋
隆
夫
教
授　

略
歴　

執
筆
編
年
目
録

 

（『
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
拠
点
」
二
〇
一
〇
年
度
活
動
報
告
書
』
立
命
館
大
学
、
Ｃ
Ｄ
版
五
頁
分
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

研
究
自
己
紹
介 

（〈
学
域
専
攻
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〉『
ピ
タ
ッ
と
学
ぶ　

文
化
を
探
り
、
人
間
を
考
え
る
』、
立
命
館
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

編
著
／
京
都
文
化
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
京
都
の
公
家
と
武
家
』 

（
白
川
書
院
、〈
は
じ
め
に
、
京
都
の
朝
廷
と
関
東
の
府
〉、
二
〇
一
一
年
七
月
）

日
本
史
学
専
攻
の
近
況 

（『
立
命
館
大
学
文
学
部
校
友
会
会
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）




